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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 20日 (2007.7.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ １ Ａ 、 図 １ １ Ｂ 、 図 １ １ Ｃ 、 及 び 図 １ １ Ｄ は そ れ ぞ れ 、 先 の 図 に 関 し て 説 明 し た バ
イ オ デ ィ ス ク 等 の バ イ オ デ ィ ス ク に 位 置 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 流 体 回 路 の 上 面 図 で
あ る 。 図 １ １ Ａ 、 図 １ １ Ｂ 、 図 １ １ Ｃ 、 及 び 図 １ １ の こ の 実 施 形 態 で は 、 流 体 回 路 ９ ０
０ は 、 単 一 ポ ー ト が 入 口 及 び 通 気 ポ ー ト ９ １ ６ と し て 用 い ら れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
流 体 回 路 ９ ０ ０ は 、 図 １ ０ と 共 に 説 明 し た 回 路 の 多 く 構 成 部 品 を 有 し 、 細 胞 等 の サ ン プ ル
か ら 大 き な 粒 子 を 捕 捉 す る と 共 に サ ン プ ル の 液 体 部 分 （ 例 え ば 血 漿 ） を 通 過 さ せ る よ う に
構 成 さ れ て い る 狭 小 流 路 と す る こ と が で き る サ ン プ ル 分 離 部 ９ １ ０ を さ ら に 含 む 。 図 １ １
Ａ 、 図 １ １ Ｂ 、 図 １ １ Ｃ 、 及 び 図 １ １ Ｄ の 実 施 形 態 で は 、 流 体 回 路 ９ ０ ０ は 、 入 口 及 び 通
気 ポ ー ト ９ １ ６ 、 空 気 チ ャ ン バ ９ １ ４ 、 及 び 戻 り 流 路 を 有 す る 。 流 体 回 路 ９ ０ ０ Ａ （ 図 １
１ Ｂ ） 、 ９ ０ ０ Ｂ （ 図 １ １ Ｃ ） 、 及 び ９ ０ ０ Ｃ （ 図 １ １ Ｄ ） は 、 全 血 等 の サ ン プ ル か ら 血
漿 等 の サ ン プ ル 成 分 を 分 離 す る ３ つ の 段 階 を 示 す 。 特 に 、 図 １ １ Ｂ に 示 す よ う に 、 流 体 回
路 ９ ０ ０ Ａ は 状 態 ［ １ ］ に あ る 。 こ の 状 態 で は 、 サ ン プ ル ９ ２ ８ の 一 部 は 、 フ ィ ル タ 又 は
シ ー ブ を 含 み 得 る サ ン プ ル 分 離 部 ９ １ ０ を 通 過 し 得 る 。 一 実 施 形 態 で は 、 サ ン プ ル 分 離 部
９ １ ０ は 、 血 漿 が サ ン プ ル 分 離 部 ９ １ ０ を 通 過 す る よ う に さ せ る 一 方 で 、 細 胞 は 通 過 さ せ
な い よ う に す る 。 図 １ １ Ｃ は 、 遠 心 分 離 が 開 始 し た 状 態 ［ ２ ］ の 流 体 回 路 ９ ０ ０ Ｂ を 示 す
。 図 １ １ Ｃ に 示 す よ う に 、 細 胞 ９ ３ ６ は 分 離 部 ９ １ ０ に て 又 は そ の 周 り に 蓄 積 す る か 又 は
ペ レ ッ ト 化 す る が 、 血 漿 は サ ン プ ル 分 離 部 ９ １ ０ を 通 過 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 サ ン プ
ル 分 離 部 ９ １ ０ を 通 る 細 胞 ９ ３ ８ は 、 分 離 チ ャ ン バ ９ １ ２ 内 で 蓄 積 又 は ペ レ ッ ト 化 す る 。
分 離 部 ９ １ ２ 内 に 又 は そ の 周 り で ペ レ ッ ト 化 す る 細 胞 ９ ３ ８ は 本 質 的 に 、 充 填 チ ャ ン バ ９
４ ０ へ の 流 体 の 逆 流 を 阻 止 す る 。 図 １ １ Ｄ は 、 遠 心 分 離 が 停 止 し た 状 態 ［ ３ ］ の 流 体 回 路
９ ０ ０ Ｃ を 示 す 。 図 １ １ Ｄ に 示 す よ う に 、 血 漿 ９ ４ ２ は 、 空 気 チ ャ ン バ ９ １ ４ の 高 圧 空 気
に よ り 戻 り 流 路 ９ ２ ０ に 空 気 圧 に よ り 導 か れ る 。 流 体 は 、 細 胞 ９ ３ ６ の ペ レ ッ ト に よ り 生
じ る 遮 断 の た め 充 填 チ ャ ン バ ９ ４ ０ に は 入 ら な い 。 上 述 し た よ う に 、 戻 り 流 路 ９ ２ ０ は 、
分 離 さ れ た サ ン プ ル 中 の 分 析 物 の 検 出 及 び 定 量 を 可 能 に す る た め に 試 薬 で 予 め 充 填 さ れ 得
る 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 例 示 的 な 基 板 １ ２ ０ は 、 標 的 領 域 又 は 捕 捉 領 域 １ ４ ０ を 含 み 得 る 。 一 実 施 形 態 で は 、 基
板 １ ２ ０ は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト で 作 製 さ れ 、 そ の 上 部 に 薄 い 半 反 射 層 １ ４ ３ （ 図 示 せ ず ）
を 有 し 、 こ の 半 反 射 層 １ ４ ３ は 図 と 共 に 図 示 し 上 記 し て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ ィ
ス ク １ １ ０ の 基 板 １ ２ ０ に 付 随 し た 半 反 射 層 １ ４ ３ は 、 図 ２ 、 図 ３ 、 及 び 図 ４ に 示 す 、 反
射 デ ィ ス ク １ １ ０ の 基 板 １ ２ ０ 上 の 反 射 層 １ ４ ２ よ り も 著 し く 薄 い 。 上 述 の よ う に 、 半 反
射 層 １ ４ ３ が よ り 薄 い こ と に よ り 、 例 え ば 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 透 過 デ ィ ス ク の 構 造 上 の
層 を 介 し て イ ン タ ロ ゲ ー シ ョ ン ビ ー ム １ ５ ２ の 一 部 の 透 過 が 可 能 と な る 。 薄 い 半 反 射 層 １
４ ３ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は 金 等 の 金 属 か ら 形 成 さ れ 得 る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ３ の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 バ ッ フ ァ 充 填 チ ャ ン バ １ ０ ０ ６ は 、 バ ッ フ ァ 通 過 流 路
１ ０ ２ ２ の 第 １ の 端 に 接 続 す る と 共 に 第 １ の 端 と 流 体 連 通 す る 。 流 路 １ ０ ２ ２ の 第 ２ の 端
は 、 第 ２ の 端 に て 混 合 １ ０ １ ８ の 第 １ の 端 と も 流 体 連 通 す る 、 バ ッ フ ァ フ ロ ー 流
路 １ ０ ２ ４ の 第 １ の 端 と 流 体 連 通 す る 。 第 ２ の 毛 管 弁 １ ０ ２ ６ は 任 意 選 択 的 に 、 図 示 の サ
ン プ ル フ ロ ー 流 路 １ ０ １ ６ 、 バ ッ フ ァ フ ロ ー 流 路 １ ０ ２ ４ 、 及 び 混 合 １ ０ １ ８ の
接 合 部 に 配 置 さ れ 得 る 。 第 ３ の 毛 管 弁 １ ０ ２ ８ は 任 意 選 択 的 に 、 バ ッ フ ァ 通 過 流 路 １ ０ ２
２ 内 に 配 置 さ れ 得 る 。 分 析 チ ャ ン バ １ ０ ２ ０ は ま た 、 流 体 回 路 １ ２ ８ 内 で の 空 気 の 遮 断 を
防 止 す る た め に 分 析 チ ャ ン バ を 通 気 さ せ る こ と を 可 能 に す る 通 気 ポ ー ト １ ２ ４ に 開 口 す る
通 気 流 路 １ ０ ３ ０ を 有 す る 。 混 合 １ ０ １ ８ は 、 乱 流 が ほ と ん ど な い か 又 は 全 く な
い 状 態 で 流 体 流 が 続 く 滑 ら か な 非 傾 斜 の 流 路 と は 対 照 的 に 、 急 峻 に 傾 斜 し た エ ッ ジ 、 コ ー
ナ ー 、 又 は タ ー ン を 有 す る ジ グ ザ グ 状 又 は 鋸 歯 状 流 路 又 は 段 状 流 路 と し て 配 置 さ れ 得 る 。
有 利 な 実 施 形 態 で は 、 急 峻 な 傾 斜 縁 を 有 す る 混 合 は 、 乱 流 を 生 じ さ せ る こ と に よ
っ て 流 体 回 路 内 の 流 体 の 混 合 を 高 め る 。 混 合 １ ０ １ ８ の 経 路 は 、 例 え ば 、 コ ー ナ
ー の 角 度 に 応 じ た 階 段 関 数 （ step function） 又 は 鋸 歯 関 数 （ sawtooth function） に よ っ
て 画 定 さ れ る 。 コ ー ナ ー の 角 度 は 例 え ば ５ ～ １ ６ ０ 度 と す る こ と が で き る 。 図 示 の よ う に
、 混 合 内 の 流 体 流 は 、 混 合 内 の タ ー ン が 約 ９ ０ 度 の 角 度 で あ る 階 段 関 数
に よ っ て 画 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 分 析 チ ャ ン バ は 、 サ ン プ ル 中 に 存 在 す る 対 象 の 分 析 物 と 結 合 す る 捕 捉
剤 を 有 す る 分 析 領 域 １ ４ ０ を 有 し 得 る 。 分 析 領 域 １ ４ ０ 内 で 捕 捉 さ れ る 分 析 物 の 検 出 及 び
定 量 を 可 能 に す る シ グ ナ ル 剤 又 は リ ポ ー タ 剤 も ま た 、 分 析 チ ャ ン バ １ ０ ２ ０ に 予 め 充 填 さ
れ 得 る 。 例 え ば 、 リ ポ ー タ 剤 は 対 象 の 分 析 物 に 特 異 的 に 結 合 す る 結 合 剤 等 の シ グ ナ ル 分 子
で 被 覆 さ れ た マ イ ク ロ ス フ ェ ア 又 は ナ ノ ス フ ェ ア を 有 し 得 る 。 検 出 は 、 光 デ ィ ス ク ド ラ イ
ブ を 用 い て 、 分 析 領 域 を 介 し て 光 読 み 取 り ビ ー ム １ ５ ２ （ 図 ６ ） を 導 光 及 び 走 査 し 、 且 つ
戻 り ビ ー ム １ ５ ４ 又 は 透 過 ビ ー ム １ ５ ６ （ 図 ６ ） を 分 析 す る こ と に よ っ て 行 わ れ 、 分 析 領
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域 に 在 る シ グ ナ ル 剤 の 存 在 及 び そ の 量 を 測 定 す る 。 分 析 物 の 分 析 及 び 定 量 は 、 分 析 ソ フ ト
ウ ェ ア を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 捕 捉 剤 及 び シ グ ナ ル 剤 を 用 い て の サ ン プ ル の 分 析 は 、
例 え ば 、 「 Multi-Purpose Optical Analysis Disc for Conducting Assays and Related 
Methods for Attaching Capture Agents」 と 題 す る 、 上 記 で 参 照 し た 同 一 人 に 譲 渡 さ れ た
同 時 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ３ ４ ８ ， ０ ４ ９ 号 び 「 Surface Assembly for Imm
obilizing DNA Capture Probes and Bead-Based Assay Including Optical Bio-Discs an
d Methods Relating Thereto」 と 題 す る 同 第 １ ０ ／ ０ ３ ５ ， ８ ３ ６ 号 に 開 示 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 い く つ か の 好 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、
ま さ に そ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 逆 に 、 本
発 明 を 実 施 す る の に 現 在 の と こ ろ 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 本 開 示 を 考 慮 す る と 、 当 業 者 に は
、 本 発 明 の 範 囲 及 び 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 く の 変 更 及 び 変 形 が 思 い 浮 か ぶ で あ ろ
う 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記 の 説 明 で は な く 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ
る 。 特 許 請 求 の 範 囲 の 意 味 す る も の 及 び 均 等 物 の 範 囲 内 に 入 る す べ て の 改 変 、 変 更 及 び 変
形 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 に あ る も の と み な さ れ る べ き で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に 、 当 業 者 は 、 日 常 的 な 実 験 以 上 の も の を 用 い る こ と な く 、 本 明 細 書 で 説 明 し た 本
発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 に 対 す る 多 く の 等 価 物 を 認 識 す る か 、 又 は 把 握 す る こ と が で き る で
あ ろ う 。 か か る 等 価 物 は ま た 許 請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
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